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英
国
の
賞
族
院
問
題

二
七
六

3"0 

し
な
ら
ん
。

亦
是
れ
己
む
を
得
合
る
の
数
手
。

自
由
議
内
閣
の
議
曾
法
案
は
未
だ
下
院
の
討
議
に
上
ら
み
少
、
英
図
貴
族
院
問
題
は
今
や
休
戦

一
利
は
一
容
を
件
ふ
。

の

委

に

在
'hJO

ヱ
ド
ワ
ー
ド
・
七
世
の
崩
御
後
、
自
由
統
一
雨
被
の
領
袖
は
新
時
局
仁
顧
み
る
所

あ
ん

J

、
成
る
ぺ
〈
危
機
の
激
甚
を
避
け
ん
が
北
め
妥
協
の
越
を
求
弘
叫
ん
と
欲
し
、
舎
見
を
重
ね
文

b
z
験
強
、
未
だ
何
等
の
要
領
を
得
合
る
、
が
如
し
。
想
ふ
に
自
由
業
は
芸
の
戦
闘
カ
に
就
て
必

中
不
安
に
堪
へ
も
d

る
者
あ
J

り
。
叉
統
一
議
以
来
、
だ
濁
カ
以
て
政
局
を
文
湿
し
得
る
だ
け
の
費

力

を

有

せ

歩

。

故

仁

彼

等

は

共

仁

妥

協

成

立

を

有

利

と

せ

ん

。

然

も

愛

読

議

及

勢

働

業

は

姑

息

な

る

妥

協

仁

爆

裂

弾

を

投

甘

ん

と

欲

し

て

決

皆

監

腕

し

つ

つ

あ

L
リ
。
今
後
の
成
行
果
し
て

此
際
仁
於
て
予
の
断
合
一
目
す
る
を
得
る
紙
、
議
命
日
怯
案
仁
重
大
な
る
侠
鮎
を
合
み
、
危
機
の

H
H
ヲリ
o

z
ヌ
f
川
ド

解
決
亦
非
常
仁
困
難
な
る
が
如
を
弘
二
八
三
二
年
以
来
の
民
主
的
急
激
的
大
傾
向
は
、
唯
-
進
む

あ
っ
て
退
く
を
知
ら
合
る
ぺ
を
事
、
印
も
是
れ
の
み
。

(
府
河
)

初

体
E三事

不。

f膏

動

込
耐
(
北
二
)

気

賀

勘

重

回圃圃車

快
梁
の
増
進
叉
は
苦
痛
・
の
減
少
を
目
的
と
せ
る
身
閣
の
外
部
の
運
動
之
然
ち
て
現
は
れ
ん

と

す

る

傾

向

を

有

す

る

必

意

の

情

的

統

態

之

を

稀

し

て

衝

動

E

乙
一
五
ふ
。

一
既
に
一
種
の
情
的
扶

態
な
る
以
上
、
快
一
幾
を
求
め
又
は
苦
痛
を
避
け
ん
と
す
る
戚
情
の
之
に
倖
ふ
告
の
な
か
る
可
ら

ぎ
る
は
勿
論
、
此
戚
情
に
件
ふ
に
真
に
之
を
慰
せ
ん
と
す
る
一
定
の
身
機
的
運
動
を
惹
起
す
の

叉
縦
A

ザ
び
斯
る
傾

傾
向
一
向
を
以
て
せ
才
る
に
於
て
は
五
日
人
は
之
を
街
動
と
名
づ
く
る
を
得
、
ヂ
。

向

あ
J

り
と
す
る
述
英
語
動
の
目
的
を
多
少
意
識
す
る
に
非
公
れ
ば
等
し
く
之
を
衝
動
と
一
五
ふ

を
得
歩
。
快
集
及
ぴ
北
口
痛
の
戚
、
情
が
人
類
を
し
て
不
明
瞭
な
ら
も
d

る

も

多

少

某

目

的

を

意

識

せ
る
一
定
の
欲
求
一
を
免
ず
の
性
癖
を
生
、
性
し
り
る
時
拡
其
戚
情
は
此
に
初
て
衝
動
ー
し
し
て
現

は
る
L
B

な
t
九
故
仁
動
物
の
場
合
に
於
け
る
所
調
、
本
能
は
朗
ち
人
類
.
に
於
け
る
衝
動
仁
和
営

剖
す
る
も
の
仁
し
て
、
普
人
が
毘
・
純
な
る
戚
情
的
動
機
仁
閥
W
P
り
れ
b
l
T

ば
無
意
識
的
仁
常
広
一
定
の

齢
相
利
'
街
・
助
論

一
一
七
七
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行
怨
に
出
づ
る
¥
式
行
匁
の
原
動
力
は
郎
も
此
街
動
に
在
る
な
L
リ。

づ
け
る
の
行
然
、
詳
合
一
目
す
れ
ば
反
射
迩
動
、
白
動
漣
動
等
の
如
く
全
然
目
的
を
意
識
せ
ぎ
る
の
行

怨
に
も
非
歩
、
然
よ
り
と
て
熟
慮
静
忠
の
結
果
に
出
寸
大
る
明
・
硲
な
る
有
識
的
行
処
に
唱
非
歩
、
葉

市
開
に
位
し
て
大
館
其
目
的
を
意
識
せ
る
も
英
臼
的
物
並
広
之
を
得
る
の
方
件
前
仁
封
ず
る
意

而

し

て

草

に

此

衝

動

仁

義

滅
多
少
不
明
瞭
な
る
を
見
れ
合
る
の
行
匁
を
特
仁
稀
し
て
街
動
的
行
翁
と
一
五
ふ
。

a

衝

動

は

英

結

果

と

し

て

現

は

る

h

街

動

的

行

潟

よ

b
観

れ

ば

千

差

高

別

一

々

之

宮

校

堺

ナ

る
を
制
御
ポ
ノ
。

行
錯
の
原
動
力
と
し
て
の
英
有
無
並
仁
強
弱
共
に
人
仁
依
台
、
人
穏
に
依

b
綿
、
食

時

代

に

依
i
ッ
て
異
な
れ

b
と
雌
母
、
普
通
世
人
が
認
め
て
以
て
街
動
と
翁
ず
は
一
定
種
殺
の
人

間
叉
は
人
類
全
般
に
共
通
な
る
街
・
動
な
る
の
常
に
し
て
、
此
撞
の
衝
動
亦
安
際
仁
甚
だ
少
な
か

近
日
人
日
常
の
行
翁

r
に

於

け

る

英

作

用

は

賛

に

甚

だ

大

な

る

唱

の

ゐ

る

な

t
リ。

ら
み
少
。

渇
し

て
は
飲
ま
ん
と
し
飢
ゑ
て
は
食
は
ん
と
し
、
無
翁
に
慮
し
て
は
活
動
せ
ん
と
し
、
衆
人
の
問
に
慮

印
私
何
れ
も
此
衝
動
の
作
用
な
ら
才
る
は
な
し
。

殊
仁
未
聞
の

し
て
は
他
に
抜
で
ん
と
す
。

人
類
仁
夜
'
り
て
は
一
拐
の
行
潟
活
効
殆
ど
悉
く
街
動
に
支
配
せ
ら
る
、

E
恰

古

鳥

獣

の

行

識

が
全
然
本
能
仁
支
配
せ
ら
る

L

仁
等
し
を
の
統
あ
t
り
、
従
て
英
日
常
生
活
は
殆
ど
会
く
街
勤
生

活
食
る
の
資
な
を
に
非
ホ
'''O

知

議

選

篠

の

進

歩

仁

従

ぴ

終

文

枇

合

究

明

の

援

遣

に

倖

ふ

て

単

純
な
る
戚
情
に
支
配
せ
ら
る
也
、
行
翁
は
熟
慮
反
省
の
結
果
、
北
る
種
々
の
観
念
の
殺
に
制
間
以
せ

ら
れ
、
行
潟
の
動
機
、
文
る
戚
情
の
性
質
亦
漸
く
複
雑
と
怨

b
て
、
所
前
衝
動
的
行
錯
は
漸
く
熟
考

的
執
窓
的
行
翁
と
然
る
に
至
る
と
雌
宅
一
然
F

り

と

て

街

動

は

此

接

選

と

共

に

会

然

消

滅

し

去

れ

消
滅
し
去
れ
る
は
純
乎
な
る
衝
動
的
行
免
の
み
。

る
仁
非
-
歩
。

街

効

其

物

は

決

し

て

消

滅

す

る
と
と
な
く
、
唯
、
単
に
英
結
果
の
上
に
幾
化
を
受
け
セ
る
仁
過
ぎ
ポ
J
O

人
若
し
く
は
下
級
人
民
?
に
上
統
人
士
と
の
問
に
於
け
る
性
的
衝
動
、
活
動
的
街
劾
叉
は
替
利
街

劾
の
外
面
広
現
は
る
、
相
違
を
・
翻
れ
ば
、
街
動
が
並
(
結
果
を
安
現
ず
る
形
式
の
此
獲
佑
は
邸
も

明
に
之
を
認
め
得
可
し
と
雄
号
、
街
効
薬
物
は
依
然
と
し
て
銭
安
る
な
〈
、
常
に
行
匁
を
喚
起
す

る

の

原

動

力

と

し

て

業

費

を

存

せ

る

な

b
。
訓
育
!
教
化
、
訓
練
等
に
依

b
て

性

癖

を

矯

め

良

習

慣
を
養
成
せ
ん
と
す
る
は
一
見
此
街
動
を
抑
止
せ
ん
と
す
る
告
の
た
る
の
観
な
き
に
非
宗
ー
と

蛍

今

の

未

開

人

と

究

明

縦
張
、
衝
動
は
到
底
全
く
、
之
を
抑
止
し
得
可
き
も
の
に
非
安
。
蒸
化
説
育
の
事
業
活
亦
・
放
て
之

を
抑
止
せ
ん
と
す
る
も
の
仁
非
常
ノ
し
て
、
唯
・
1

草
仁
此
街
動
の
結
果
に
現
は
る
、
形
式
を
援
一
見
し

て
究
明
的
人
生
の
目
的
に
趨
合
せ
る
告
の
文
ら
し
め
ん
と
す
る
に
外
な
ら
歩
。

a . 
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川
川
究
上
衝
動
の
性
質
及
び
作
却
は
今
前
段
決
し
て
山
政
然
之
を
一
…
有
過
す
可
ら
な
る
な
t

り。

阜

の

研

究

上

街

動

の

性

質

反

ぴ

作

用

を

明

仁

す

る

の

必

要

あ

る

所

以

安

に

此

仁

存

せ

F

り。

然
れ
ど
街
動
に
は
・
前
述
の
如
一
〈
種
々
の
別
あ
ム
ノ
。
而
し
て
此
紘
一
寸
各
種
の
街
勤
中
斯
患
の
研

究
に
取
よ
ツ
て
最
も
章
一
大
の
関
係
左
右
す
る
唱
の
は
経
利
衝
動
と
稀
ず
る
二
棋
の
街
動
な

b
o

4
G
E
-
A
I
 

主
vvp

経
利
衝
動
と
は
轡
利
を
目
的
と
せ
る
街
動
、
持
一
主
守
す
れ
ば
五
日
人
を
駆

b
て
営
利
を
目
的
I
L
せ
る

各
種
の
行
動
仁
出
で
し
り
る
の
衝
動
を
一
五
ふ
宅
の
に
て
、
方
今
世
入
、
が
議
例
盆
々
多
大
の
貨
財

を
収
得
し
蒐
集
す
る
に
苔
必
し
、
業
集
得
蒐
積
を
目
的
と
せ
る
各
種
の
替
利
的
行
潟
に
出
づ
る

の
傾
あ
る
は
概
ね
此
衝
動
の
結
果
な
ん
。

由
来
衝
動
'
の
分
知
及
び
其
概
念
に
関
し
て
は
近
世
必
迎
撃
者
の
見
解
区
々
仁
分
れ
て
未
だ

統
一
す
る
所
な
く
、
従
て
所
部
幹
口
利
街
動
な
る
毛
の
1
h

衝
動
分
類
上
如
何
な
る
種
類
に
騎
し
、
爾

除
各
種
の
衝
動
と
如
何
な
る
関
係
に
在
る
や
は
五
口
人
未
だ
俄
仁
確
占
一
目
す
る
を
得
?
と
蜂
宅
、
今

諸
卒
者
の
列
梨
せ
る
各
種
の
街
動
を
概
括
し
て
之
を
視
れ
ば
、
自
己
の
生
存
を
維
持
せ
ん
と
す

る

所

謂

自

存

街

動

2
異

性

に

劃

す

る

所

調

性

的

街

勤

及

び

必

身

の

活

動

を

目

的

と

す

る

所

南

祈

動

街

動

並

仁

他

の

同

類

を

し

て

自

己

の

存

在

を

認

知

せ

し

め

ん

と

す

る

所

謂

認

識

街

動

反

'
 

i
l
-
-

ぴ
爾
僚
の
同
議
・
に
卓
出
せ
ん
と
す
る
所
謂
競
争
衝
動
の
五
種
は
主
主
要
な
る
替
の
な

b
t

中
自
存
街
勤
と
性
的
衝
動
之
は
異
本
源
最
が
も
古
く
且
つ
英
作
用
最
宅
強
烈
な
る
唱
の
に
し
て
、

人
生
一
切
の
推
移
動
揺
は
一
仁
飢
と
愛
と
よ
よ
り
起
る
と
の
古
諺
は
王
に
此
事
責
を
一
五
ふ
喝
の 就

に
外
な
ら
歩
。

此
一
隅
積
に
次
?
は
活
動
を
求
り
る
の
衝
動
に
し
て
其
由
来
の
古
色
乙
と
亦
前

二
種
に
譲
ら
み
?
と
維
が
も
、
第
凶
反
び
第
五
郎
も
認
識
街
勤
と
競
争
衝
動
に
至

b
て
は
之
V
L

反
し
、

異

議

生

に

は

複

雑

な

る

戚

情

的

要

素

と

幾

多

の

概

念

と

を

要

す

る

も

の

仁

し

て

其

餐

建

の

順

序
よ
よ
ツ
一
五
へ
ば
亦
議
に
前
三
種
の
後
に
在

b
と
一
五
ふ
可
く
、
前
者
の
業
本
源
を
自
然
的
肉
髄
的

の
根
本
戚
怖
に
護
せ
る
と
反
野
仁
、
祉
舎
的
生
活
を
待
も
て
一
初
て
生
ホ
J

る

戚

情

に

其

端

を

援

す

る
の
管
一
あ
l
リ
。
放
に
認
識
及
び
競
争
の
衝
動
は
人
類
の
原
始
戒
態
に
於
て
は
通
例
前
一
一
一
種
の

如
く
人
類
活
動
の
原
動
力
と
し
て
強
烈
な
る
喝
の
仁
非
、
?
と
雄
港
、
少
し
く
・
進
歩
せ
丸
一
枇
合
殊

仁
秘
廷
の
究
明
祉
舎
に
於
て
は
其
強
度
必
ポ
ノ
し
宮
前
者
仁
劣
る
唱
の
仁
非
歩
。
否
な
丈
明
の

進

歩

一

定

の

経

度

以

上

仁

遼

せ

る

駐

曾

仁

於

て

は

個

人

並

に

図

憧

の

雄

大

な

る

事

業

は

寧

ろ

多

〈

此

種

の

街

勤

仁

出

づ

る

の

風

あ
3
0
'
o

ム
判
れ
に
退
社
土
、
個
人
並
に
闘
機
の
畑
山
仁
存
す
る
此

積

の

街

動

は

殆

ど

全

般

の

人

類

祉

曾

仁

見

る

所

仁

し

て

常

-K
進
歩
の
原
動
力
セ
1
9
、
勝
一
文
社
合

35 
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、'30

ド
ト
於
け
る
種
々
な
る
生
存
競
争
上
の
争
闘
を
惹
起
す
の
原
因
セ
る
な
・
1

り。

J

り
観
れ
ば
奇
人
の
所
前
総
口
利
衝
動
は
幼
稚
な
る
祉
命
日
仁
在
p

り
て
拡
第
一
種
に
属
す
る
一
種
類

、北一
J
r
'
G
ζ

と
あ
る
可
し
と
雌
宅
、
所
有
権
の
制
度
援
連
せ
る
閥
民
間
仁
在

b
て
は
第
五
種
印
も
競

争
衝
動
の
一
種
類
に
腐
せ

b
。
他
に
麹
ゆ
る
の
官
を
符
、
依
て
以
て
壮
一
命
日
十
一
の
名
春
、
徳
力
、
共
他
、

人
に
趨
ゆ
る
の
快
梁
を
宰
得
せ
ん
と
す
み
実
情
は
安
仁
現
今
に
於
け
る
縫
利
行
動
の
動
機
み
に

減
し
て
比
類
別
よ

る
な
F

九

.直司国r

‘園事喧

此
管
利
街
効
が
五
日
入
今
日
の
人
類
の
経
勝
仁
及
ぼ
す
影
響
は
頗
る
大
な
る
替
の
あ
z
り。

業
及
ぴ
交
避
の
後
述
、
企
業
の
新
形
式
及
び
大
経
緯
の
薮
展
、
市
場
の
擬
張
経
部
的
競
争
の
増
准

等
翻

b
来
れ
ば
綬
務
上
v
L

於

け

る

一

初

の

鷺

歩

譲

建

は

殆

ど

悉

く

此

街

動

の

結

果

仁

外

な

ら

含
る
の
戚
な
ぎ
を
得
ポ
ノ
。
近
世
経
済
的
問
ず
の
初
期
仁
蛍

b
経
務
感
者
一
が
一
般
じ
此
衝
動
を
基
礎 高

主
し
て
一
明
の
経
済
現
象
を
説
明
せ
ん
と
識
す
が
北
る
毛
亦
宜
な
L
リ
と
一
五
ふ
可
し
。

人
.
強
行
動
の
原
因
を
悶
明
せ
ん
と
す
る
思
想
家
が
自
愛
必
、
利
己
必
を
以
て
禁
原
因
と
認
め
‘

一
明
の
行
錦
、
一
明
の
徳
牲
の
本
源
悉
〈
此
一
原
因
の
抑
仁
荘

b
と
潟
ず
は
古
来
哲
皐
史
上
心

ソ

ア

ヒ

ス

ト

英
例
少
な
か
ら
も
d

る
所
に
し
て
ー
希
臓
の
説
続
的
学
者
及
ぴ
民
動
安
較
す
吹
は
勿
論
、
近
く
十
八
世
結

仁
於
け
る
「
ホ
ッ
プ
ス
ヘ
マ
ン
デ
グ
ィ
ル
L
1

ヘ
ル
グ
旦
チ
ア
ス
」
よ
ム
ノ
で
ペ
ン
タ
ム
L

一
振
の
卒
者
じ
至
る

迄
皆
之
仁
属
せ

b
。
就
中
、
十
八
世
紀
の
後
学
期
よ
よ
り
十
九
世
総
の
中
葉
仁
至
る
、
共
同
は
新
設

の
敷
術
者
最
宅
多
か
t
り
し
時
代
に
し
て
総
務
問
題
の
玖
究
上
仁
は
殊
仁
此
思
想
.
の
一
世
を
風

廃
せ
る
あ
る
を
見
る
。

此
間
仁
護
法
の
端
を
開
け
ふ
一
定
世
経
掛
法
す
が
此
思
潮
‘
の
支
配
す
る
所

ー
」
郊
れ
る
は
査
し
自
然
の
勢
と
一
石
ふ
可
を
な
ん
/
合

郎
も
斯
阜
の
鼻
楓
勺
ア
ダ
ム
、
ス
三
ス
し
毘
ん
は
穏
健
な
る
倫
理
阜
、
必
理
的
学
者
と
し
て
業
所
説
一
一
般

に
役
所
寸
な
る
る
の
あ
る
仁
釣
ら
歩
、
唯

.6
総

務

問

題

に

闘

し

て

は

患

に

自

利

を

誌

ら

ん

と

す

る

各
人
自
然
の
性
向
を
一
五
免
し
、
此
性
向
の
作
用
を
以
て
大
髄
上
頗
る
有
利
な
L
ツ
と
認
む
る
沿
も
の

の
如
く
-
常
仁
英
作
用
の
結
果
に
脱
却
し
て
楽
観
的
の
山
一
一
日
設
を
潟
せ
る
の
風
あ
ム
ツ
。
而
し
て
昆
ん
を

澗
鴻
せ
る
「
リ
ヵ

i
ド
」
初
め
英
図
一
一
次
の
経
務
卒
者

E
C
J
ツ吋，
J

L

共
他
の
濁
逸
官
一
助
事
訳
と
は
業

轍
を
踏
み
て
‘
及
川
本
之
を
敷
街
披
張
し
一
般
的
皐
誌
を
立
て
E
S

臼
く
、
利
己
必
、
自
利
必
、
皆
利
衝
動

は
閣
一
民
経
踏
の
唯
一
の
基
礎
な

b
、
実
現
象
を
支
配
す
る
唯
一
の
原
則
な

b
、
爾
僚
の
科
卒
は
兎

仁
角
少
な
く
と
宅
総
務
感
仁
於
て
は
世
人
は
唯
乙
の
街
動
よ
t
り
生
ホ
ノ
る
結
果
を
碗
究
す
可
き
'

37 

糾
皆
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街
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獄

中
J

Y
タ
ム
L

兵
喰
人
綴
の
安
一
・
一
服
各
種
を
研
究
せ
る
後
、
論
結
を
下
し
て
日
く
宮
に

封
ず
る
喜
慨
は
一
一
拐
の
喜
悦
の
中
必
縮
、
花

b
、
悲
し
宮
は
爾
飴
一
拐
の
快
換
を
得
る
の
手
段
な

れ
ば
な
ら
'
と
。
、
川
一
一
オ
ル
.
民
ん
は
臼
く
各
人
以
可
及
的
最
少
の
犠
牲
に
依
F

り
て
可
及
的
多
大
の

の
み

J20

キ

稲

を

得

ん

乙

と

を

欲

ず

る

告

の

な
J

り
と
の
原
則
は
経
掛
皐
皐
理

D
基

礎

な

b
、
明
々
白
々
一
見

に
業
鴬
否
を
調
査
研
究
す
る
を
要
せ
な
る
段
取
根
本
の
事
変
な
J

り
と
。
コ
ア
ウ
L

氏

宅

亦

物

質

的

貨

物
と
人
類
之
の
閥
係
を
以
て
一
種
不
畿
の
閥
係
と
潟
し
、
常
住
不
断
の
衝
動
力
と
し
て
利
己
必

の
存
在
を
認
ひ
る
仁
非
ヂ
ん
ば
閥
民
.
総
務
上
の
原
則
は
一
、
屯
之
を
確
定
ナ
る
を
得
合
る
可
し

勿
論
、
此
等
的
卒
者
の
推
椋
せ
る
所
謂
自
利
v
ゆ
誠
一
己
必
、
自
愛
必
等
は
語
議

会

く

鶴

利

衝

動

と

同

一

な

る

唱

の

に

非

歩

。

後

利

衝

動

な

る

も

の

h

作

用

の

患

に

総

務

上

仁

・
存
ず
る
の
み
な
る
に
反
し
て
、
鹿
く

A
類
の
行
潟
の
他
の
方
面
じ
も
実
作
用
を
'
現
歩
る
の
戚
情

な
れ
ど
港
、
併
し
、
経
務
上
に
於
け
る
薬
設
現
は
少
な
く
と
落
現
今
の
経
演
一
枇
舎
に
於
て
は
鋒
利

と
の
断
案
を
下
せ
F
n
ノ。

衝

動

の

根

本

戚

情

と

し

て

現

は

る

、

の

資

あ
t
ツ。

て
之
、
を
論
、
本
J

る
る
亦
賀
際
上
絡
口
利
衝
動
と
同
一
一
蹴
し
て
其
作
用
を
一
万
潟
せ
る
の
放
な
き
に
非

以
上
諸
附
学
者
が
経
済
的
行
潟
の
根
本
と
し

命

d

ス
ω
W
H伊

1

り。

3
は
れ
、
郊
の
如
く
鶴
利
衝
動
を
以
て
経
済
的
行
潟
の
唯
一
主
要
の
原
'
効
力
と
若
倣
ず
の
説

に
封
し
て
は
コ
プ
ゥ
L

民
自
身
鼠
仁
多
少
の
制
限
を
加
で
爾
飴
の
内
学
者
宅
亦
多
少
其
解
剖
梓
に
鑓
克

を
加
ヘ
花
る
者
少
な
し
と
せ
・
ヂ
。

就
中
、
多
数
の
皐
者
は
利
己
必
を
以
て
白
愛
必
叉
は
進
歩
せ

る
自
利

vω
の
意
義
に
解
剖
梓
し
、
此
精
紳
は
高
倫
な
る
人
士
に
在
1

り
て
は
単
純
な
る
利
己
必
以
外

の
幾
多
の
高
荷
な
る
目
的
を
も
包
容
吃
る
唱
の
な

b
と

錯

す

の

扶

あ

b
。
又
-
へ
ル
マ

Y
L
1
0

ツ

ジ
ャ
ー
ヌ
一
一
!
ス
}
「
ザ
ッ
グ

F
等
級
近
の
凶
学
者
中
仁
は
共
同
的
精
紳
、
疋
義

vu
及

び

他

愛

vω
を
以

て
滋
利
衝
動
と
等
し
く
入
額
の
経
一
務
的
行
潟
を
説
明
す
る
に
必
要
な
る
衝
動
と
宥
倣
ナ
去
も

少
な
が
ら
や
ノ
。

真
仁
、
ジ
ョ

y
、
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
、
ミ
ル
L

民
の
'
却
を
は
経
病
的
現
象
を
初
め
各
種
の

一
枇
合
的
現
象
、
が
人
性
各
種
の
性
質
仁
支
配
せ
ら
る
、
の
資
を
認
め
つ
¥
然
わ
が
も
致
宮
の
頗
史

的
も
瞥
利
衝
動
を
瓜
〈
凶
民
総
務
の
唯
一
一
原
因
と
潟
ず
の
皐
請
を
蹄
護
せ
ん
が
符
め
仁
説
を

怨
し
て
日
く
、
経
燐
皐
は
此
願
望
の
結
果
の
み
を
碗
究
ず
る
を
事
と
す
る
一
種
の
仮
設
的
科
率

な
よ
ツ
、
故
に
共
椀
究
の
結
果
は
此
俄
設
の
唯
一
原
因
が
諸
原
因
企
般
と
闘
技
な
れ
る
と
等
じ
さ
程

皮
仁
於
て
資
際
の
事
費
と
相
違
せ
る
も
の
な
ι
り
と
。

'3D 

要
ず
る
じ
此
等
の
新
説
は
何
れ
宅
建
感
設
の
紋
黙
を
認
識
せ
る
に
出
で
北
る
議
論
に
外
な

山
内
的
利
街
動
論

二
八
五

1 

、L、 z



向
、
P
 

4et--'z 

挑
的
利
衝
動
的

一
一
八
六

-10 

ら
ヂ
。

然

b
と
縦
毛
所
前
副
払
総
務
制
度
の
現
象
を
設
明
す
る
仁
際
し
て
は
之
が
原
因
を
替
利

衝
動
に
蹄
ず
る
の
設
今
常
ほ
甚
だ
少
な
か
ち
す
、
殊
一
仁
債
格
問
題
の
研
究
の
如
き
は
殆
ど
悉
く

利
己
必
の
作
用
を
唯
一
-
主
要
の
前
扱
と
し
て
之
を
試
ひ
る
の
脇
ゐ

60
而

し

て

皆

今

の

安

際

ょ
ん

J

制
似
る
も
習
人
の
鰹
務
的
経
利
的
生
活
は
皆
利
街
動
と
密
接
の
関
係
を
有
ず
る
乙
ー
し
岡
家

的

並

仁

宗

教

的

生

活

誕

他

の

生

活

方

面

よ
JO'
弘
、
議

K
大

な

る

宅

の

あ

る

な

'po

然
れ
ば
新
政
中

研
究
上
一
種
必
須
の
前
提
と
し
て
此
衝
動
の
作
用
を
認
む
る
ほ
勿
論
之
を
是
認
せ
か
』
る
を
得

ポ
J

E
乙
雌
落
、
此
街
勤
が
来
し
て
蓄
率
読
の
如
く
一
拐
の
恕
糠
的
行
鍔
の
根
本
的
厚
始
的
原
悶
な

る
や
否
ゃ
に
宝
'
り
て
は
脱
に
大
仁
疑
な
き
を
得
ホ
ノ
。
而
し
て
若
し
前
述
の
新
説
尚
早
設
の
如
く
、

他
に
積
々
な
る
原
因
、
原
動
カ
の
経
際
的
現
象
を
左
右
す
る
習
の
み
よ
ツ
と
せ
ば
某
原
岡
原
動
力

に
封
ず
る
此
街
動
の
聞
係
如
何
の
問
題
は
叉
此
仁
之
を
明
に
す
る
の
必
要
な
を
を
得
、
チ
。
併

し
、
此
等
の
諸
欧
州
に
闘
す
る
疑
問
は
先
づ
所
謂
替
利
衝
動
な
る
替
の
也
、
由
来
及
品
ω
援

連

を

明

じ

す
る
に
於
て
は
概
ね
之
を
悶
明
し
得
可
き
が
故
仁
、
普
人
は
此
じ
少
し
く
呉
由
来
及
び
接
建
に

就
て
序
す
る
所
あ
る
可
仁
。
(
来
完
)
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K
7
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Lト
s
、
ノ
ム
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日司

斗

n
・北伺

-
F
m
u
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羽
山
川
匂
v
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板

会
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"""圏

、--"、

日

韓

合

併
I
ζ

米

布

合

併

一
闘
が
英
存
立
を
失
び
て
、
他
闘
に
令
併
せ
ら
る
‘
、
の
例
は
、
古
来
の
歴
史
に
珍
し
か
ら
・
下

9

近
代
じ
於
て
も
、
一
八
九
六
年
仰
閣
の
マ
ダ
が
ス
カ
ル
、
九
八
年
米
閣
の
布
陸
、
一
九

0

0
年

英

関

の
ト
ラ
シ
ス
グ
ア
ー
ル
、
近
く
は
一
昨
年
の
白
耳
義
之
コ
ン
ゴ

l

自
由
魁
と
の
合
併
の
如
き
、
立
(

最

も

著

名

な

る

も

の

な

AJO

H
福
等
の
先
例
を
、
今
度
の
日
韓
令
併
仁
比
較
す
る
に
、
韓
日
図
が
我
保

議
岡
よ

a
b
一
戦
し
て
令
併
せ
ら
れ
た
る
の
事
責
は
、
マ
ダ
ず

λ

カ
ル
が
最
初
例
闘
の
保
護
側
凶
仁

し
て
、
後
仁
令
併
せ
ら
れ
な
る
の
事
変
.
E
除
似
す
る
が
如
く
な
れ
ど
母
、
之
を
米
同
が
布
栓
を
合

併
す
る
に
歪
I

り
北
る
前
後
の
事
一
情
仁
封
比
す
れ
ば
、
日
韓
令
併
は
種
々
の
重
要
な
る
紡
仁
於
て
、

前
者
よ
t
ツ
号
寧
ろ
後
者
に
類
す
る
を
認
め
会
」
る
を
得
ホ

J
O

邸

-L
米
布
の
合
併
は
、
少
な
く
と
も

左
の
四
紡
仁
於
て
、
日
韓
令
併
と
禁
事
情
を
同

b
く
す
る
も
の
と
一
五
ふ
可
し
時

4，1 

...._.. 
.、

米
闘
と
布
吐
と
の
地
理
上
の
関
係
は
、
米
闘
が
癖
来
政
治
上
仁
、
通
商
上
仁
、
太
平
詳
仁
薬
牒

乙

λ
七

米

有

合

併

の

先

制


